
 

冷暖房器具 

 

＊手入れ次第で故障も防ぎ、長持ちする 

 家庭ではいろいろな冷暖房器具が使用されています。ど

の器具も正しい使い方をするのが基本ですが、手入れ次第

で故障を防ぐこともできます。以下は各器具を収納する前

にしておきたい手入れの要点です。 
 

＊電気扇風機 

 扇風機はシーズンが終わったら分解手入れするのが合
理的。まずガードネットを取り、ガードをはずします。羽

根も取りはずし、薄めた住居用洗剤で固くしぼった雑巾で

拭き、そのあと水拭き、カラ拭きして仕上げます。汚れが

ひどいときは浴室などで洗剤液をつけたスポンジで洗い

落とし、よくすすいでから水気を拭き取ります。組み立て

る前に、羽根のさし込み軸にサラダ油かミシン油を塗りま

す。 

 
＊石油ファンヒーター 

 表面や裏側は掃除機でホコリを吸い取り、水拭き、カラ
拭きします。細かい部分は布を竹串に巻いて拭き取りま

す。フィルターは取りはずし掃除機でホコリを吸い取る

か、汚れがひどいときはエアコン同様に洗剤で洗います。

よくすすいで、乾かしてから取りつけます。 
 
＊石油ストーブ 
 本体は水拭き、カラ拭きし、汚れがひどい箇所は台所用

洗剤を用います。タンク内に残った灯油用ポリ容器に戻

し、カラになったタンクに別の新しい灯油を少量入れてタ 
ンクを上下左右にゆすって汚れ

を取ります。すすいだ灯油は新

聞紙やボロ布などに含ませて捨

て、タンク内は棒にボロ布を巻

いて拭きます。そのあとカラの

灯油タンクをセットして点火

し、火が消えるまで約 1 時間カ

ラ焼きして、芯のススを取り除

きます。カラ焼きは換気のよい

戸外で行います。 

暖房器具 
 

＊電気ストーブ 

 反射板が汚れていると熱効率が 1～2 割低下します。い

つもピカピカにカラ拭きしておきましょう。収納するとき

は、反射板は水拭き、カラ拭き。発熱管と両端の端子部分

は水拭きをせず、カラ拭きだけにします。汚れがひどいと

きは、クリームクレンザーをスポンジにつけて拭き、乾い

た布で拭き取ります。 

 

＊電気カーペット 

 普段はカーペットを汚さないようにカバーしておきま

す。収納時にはカバーをはずし、カーペットに掃除機をか

けてホコリを吸い取ります。汚れがあるときは住居用洗剤

で固くしぼった布で拭き、水拭きで仕上げます。ダニ退治

には、電気コードが最後になるようにカーペットを丸め、

紐でしばってからスイッチを入れて 2時間程度運転し、そ

のあと丸めたカーペットを広げて、全体に掃除機を強にし

てかけます。 

 

＊電気こたつ 

 こたつのヒーター部分のホコリは掃除機でもなかなか

取りにくいもの。そこで、この部分を取りはずしてビニー

ル袋に入れます。袋の 1か所にラップの芯をさし込み空気

穴を作ってから、袋の口に掃除機の吸い込み口をさし込ん

で手で押さえて掃除機のスイッチを入れると、取りにくい

ホコリがよく取れます。収納時は、ヒーター部分を布で包

んでおけばよけいなホコリがつかなくてすみます。 

 

＊電気毛布 

 電気毛布も必ずカバーをかけて使用しま

す。週に 1 度は普通の毛布と同じようにカバ

ーをしたまま日光干しし、月に 1 度程度は薄

めた毛洗い用中性洗剤で固くしぼったタオル 

で拭き、そのあと乾いたタオル

で洗剤分を拭き取ります。収納

時にはヒーター線のよじれが

ないか確認します。 
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